
伝送ラインを詳細にチェックするユニットです。伝送の256ビットあるすべての

クロックの幅と高さを監視します。1/1000秒づつ状態をチェックします。瞬間

の断線やショート,リークを見逃しません。異常時に警報を出力します。

(トランジスタ出力Ｂ接モード)

伝送ラインチェックユニット AD-12

・伝送ラインのチェック 及び 需要な出力回路のユニット
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● 特徴

● 仕様

● 用途
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● 内部入力回路

● 外形

オープンコレクタ
出力

Ｌ＋　Ｌ－白 黒

緑

黄

アドレス設定

取り付けピッチ

消費電流

制御出力電圧

制御出力電流

付属ハーネス

500

緑
黄

黒白

伝送ライン

ＡＤ-12

正常でＯＮ

1.5mA以下

MAX 30V

MAX 0.1A

64mm（4Φ）

1（00 HEX）～256（FF HEX）ﾛー ﾀﾘSW

質量 約80ｇ

tkSK-028

Ver-3.8

※L-と入力コモンは内部で接続されています。

電源不要型

設定例

アドレスを５番にする場合
CH=０、ﾛｰﾀﾘｽｲｯﾁBIT=4
アドレスを１２番にする場合
CH=０、ﾛｰﾀﾘｽｲｯﾁBIT=B
アドレスを２５１番にする場合
CH=F、ﾛｰﾀﾘｽｲｯﾁBIT=A
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アドレス設定
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スペースの都合で
省略していますが
004,005･･･と使用
できます。その割
合で BITを増やし
て下さい。

※

※　アドレス
時分割多重伝送の時間的な位置の事で、
その位置に接点信号のON/OFF状態が
入ります。通常このアドレスは256あり、
このアドレス＝接点信号のI/Oとなります。
　

●　接続方法

ＡＤ-12

Ａ
Ｂ Ｃ

AD12 AD1
入力を常時
ON状態にする

回線障害
★断線
★ショート
★リーク

正常時 ON
異常時 OFF

★

回線障害
★断線
★ショート
★リーク

★

AD12単体でA-B間のショート、リーク、断線とB-C間のショート、リークは

判りますがB-C間の断線は判りません。それを検出するためにCの地点に常

時ONしている1点入力ユニットを接続して常時全ラインを監視します。

伝送電源
ＰＵ0

使用方法

伝送路励振 A～Cまで
すべてOK

ユニバーサルライン

DC24V↓


